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ポケットサロン小杉

2019年5月発足



発足の趣旨

• 2019年5月、富山県射水市で若者とシニアがともに学ぶ新たな活動が始まりました。
• この地域には、認知症予防やICTを学ぶ短期大学・専門学校があり、多くの学生が
集まっています。

• 一方、まちづくりを考える地域振興会では、ICTの活用や若者の考えを取り入れたま
ちづくりを模索していました。

• そこで、若者とシニアが定期的に集い、お互いに学び合うコミュニティ「ポケットサロ
ン小杉」（略称：ポケサロ小杉）を発足させました。地域振興会と短期大学・専門学校
が共同で開催、企画・運営支援を私たちの研究会が担っています。

• サロンでは、地域のシニアから近況とその中で考えている課題を持ち寄り、学生は
地域の協力を得て健康意識のアンケート調査を実施するなど、お互いに学び合う関
係づくりを大事にしています。

• 継続的な学び合い・話し合いを促進する手立てとして、スマートウォッチを活用した
シニアの健康管理を取り入れています。常時身に付けるスマートウォッチから心拍数
や睡眠記録などがスマートフォンに記録され、そのデータをもとに健康アドバイスを受
けるものです。シニアが自らの健康意識を高めるとともに、学生と関心ごとを共有する
好機会になり、学生も教科で学んでいることを実践的に深める機会となるものです。合
わせて、スマートフォンの継続的な活用によって、シニアの情報バリアフリーにつなが
ることが期待できます。

• このように、若者とシニアが継続的に学び合い、心も体も街も若々しい地域づくりを、
地・学一体となって取り組むことにこのサロンが役割を果たすと期待されています。



スマートフォンを活用して心と体とつながりづくり

若々しいシニアになるアンチエイジング活動



①スマートフォン活用

• 日々の生活に便利に使える

• 安全・安心な活用

• 便利に使っている人から学ぶ
• 若者（学生）から学ぶ

• 何度でも聞ける（忘れても教えてもらえる）

• 一人ひとりのペースで学ぶ
• 一人ひとりの目標は違っても良い

ICTのバリア（障壁）フリーへ



②アンチエイジングの実践



③学生の実践的教育

• 介護、福祉を地域の現実から学ぶ

• ICTやIoTを活用した介護、福祉の新しい取り組みの研究

• スマートフォン等の新たな活用ニーズを学ぶ
（アプリ開発の学習）

• シニアから社会を学ぶ



④共通のテーマで街に出る

• 若者の感覚で街を学ぶ

• 若者にとっての街の魅力を一緒に考える

• 地域の課題をシニアと一緒に考える



開催の体制


